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エードゥアルト・メーリケの生活と杼情詩
見次直雄
比較的に平穏かつ平凡と言われているメーリケの生涯中には特筆すべき
恋愛体験は3回数えられる。その第一はTdbingen大学へ入ってのち半
年頃に始まるMariaMeyer体験である。これはしかしMalerNolten
中に挿入された詩PeregrinaとFlisabethの姿，及びその他二，三の詩
にそれを窺わせるだけで， その他には何の痕跡をも残していない。かの女
が世間の物議をかもした女性であったために彼は意識的に一切を抹殺した
のである。一時は彼の目にはMariaは聖女と見え．姉のLuiseにも心配
させたのである。幸い学友LudwigBauerや姉の忠言もあって事なきを
得た。そののち友人の誘めで家に帰って病気の養生をしている位であるか
ら中々の打撃であったらしい。この体験の結晶がPeregrinal)である。
DerSpiegeldiesertreuen,braunenAugen
IstwievoninnermGoldeinWiderschein;/...
Willst,ichsollkecklichmichunddichentzdnden,
ReichstlachelndmirdenTodimKelchderSiinden.
聖なる怨みの内に育った黄金を胸中に蔵している少女が，二人が恋に燃え
る事を望み，ほほえみながら罪の盃を差し出して，死をもいとわないと言
う強烈さが1連からなるIでうたわれている。Ⅱは5連からなる結婚式で
ある。全部で12匹のからまり合う青銅の蛇の柱に支えられた園亭の結婚式
場，式の行列，式の騒がしさから抜け出した二人の語らい， またそのロマ
ン的な自然描写，全体の中で一番けんらんたる部分である。－Ⅲは2連
からなるが一転して欺嚥の発見から花婿は花嫁に涙ながらに退去を命じ
て，彼を愛する花嫁はうなだれて月明かりの庭から灰色の世界へ去って行
くのである。第2連は
Krankseitdem,
WundistundwehemeinHerz.
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Nimmerwirdesgenesen!
で始まって，現実には再びM6rikeの前に帰って来たMariaのように花
嫁が突然に帰って来たらと空想する｡－Ⅳでは蝋燭の火で明かるい子供広
間に昨夜，可憐な悩みの少女の霊が入って来て，共に食卓につき二人は苦
しみをこらえて黙って対坐していたが，遂に突如すすり泣きの声を上げて
手に手をとって家から出た事を思い返えして主人公はもだえている｡－最
後のVは恋の結末と回想の4連である。
War，sm6glich，solcheSch6nheitzuverlassen？
-SokehrtnurreizenderdasalteGltick.
Okomm,indieseArmedichzufassen!
Dochweh1oweh1wassollmirdieserBlick？
Siekii6tmichzwischenLiebennochundHassen,
Siekehrtsichabundkehrtmirniezuriick.
この詩は初稿ならびにMalerNoltenではそれぞれに題がついている
ほかに，詩集稿のⅡがHochzeitと題されて冒頭に出ており，初稿では
AgnesensHochzeitとなってAgnesの名が残って，詩集稿のIがWar-
nungと題されてそれに続くなど，三者間には可なりの出入がある所から
見ても相当長い期間に完成されたものである事が判る。
20才前の殊に世なれないM6rikeには6才ほども年上のジプシー風の
一風変ったMariaは強い印象を与えたのであろう。かの女を知っている
姉のLuiseには弟が危かしぐて仕方がなく,1824年7月Ttibingenに現
れた時もM6rikeは動揺を示して,Bauerらの援助によって辛うじてかの
女に会う事を断って母のもとに病を養いに帰ったのである。Maria自身
も間もなく周囲からTubingenを去るように仕向けられて，その後は消
息を断ったのである。 NachtlicheFahrt(1823)2)も夢に托してMaria
との出合いをうたっている。
この実を結ばなかった恋の傷手に半病人の状態で，すぐ､下の3才違いの
弟Augustが急死する不幸が続いた。それも二人がモーツァルトのドン・
ジョヴァンニ公演を聞いた直後で， ショックは一層大きかった｡今やBau-
erや幼な友達WilhelmHartlaubなど小数の友人との文通が唯一の慰
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めで， 10月終りにTdbingenにもどった時には全く人間が変ったと言わ
れている｡－これより前に既にMaria体験の悲劇化を計画して一応完成
したのであるが， これもまた焼却してしまっていて，われわれには如何な
るものか見る事が出来ない。しかし，われわれに推測のつくことは， この
体験を契機としてM6rikeのうちに本式に作詩の喜びと苦しみが始まっ
たという事である。
DerjungeDichter(1823)3)は詩そのものは特記すべきものを持たな
いが，詩人の発展過程として注目しなければならない。作詩はeinheim-
lichtrunknesJauchzenでありstiBesDaseinに対する感謝の表現と言
い， またmichunmtind'genSohnApollonsと第1連でうたい，第2
連でも
WennichnurmitstumpfemFinger
UngelenkdieSaitenrtihrte-
Ach,wieoftwollt'ichverzweifeln,
DaBichstetseinSchiilerbleibe!
と詩人としての卑下絶望を叫んでいる。しかし第3連では
Aber,Liebchen,sieh!beidir
Binichpl6tzlichwieverwandelt./...
Frohbegeistert,leich gefiedert,
Flieg'ichausderDichtungengen
Rosenbanden,da6ichnur
NochinihremreinenDufte,
AIsimElemente,lebe.
と文学と恋愛の関係を述べているが， この相手は明らかにMariaであ
る｡－最後の第4連は初稿では
Oder,Madchensagemir,
BistdugardieMuseselber,
DiejwiewahreDichtungpflegt,
Selbstunwissend,wersiesei,
MichinihrenArmenhalt,
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DaBichselber,einsmitihr,
Nureinzart-Gedichterscheine？
と文学と恋愛の触れ合いで結んでいる。しかし決定稿ではむき出しの文学
が後退して恋愛一辺倒になっている。M6rikeは詩の中に限らず一般に文
学について論ずる事の少い作家で，文学そのものを読者の前に投げ出して
その批判に委ねる種類の作家である。
これより2年後のAneinemWintermorgenvorSonnenaufgang4)
を見てみよう。
OflaumenleichteZeitderdunkelnFriihe!
WelchneueWeltbewegestduinmir？／…
EinemKrystallgleichtmeineSeelenun,
DennochkeinfalscherStrahldesLichtsgetroffen;/･･･
UndwelchGeftihlentztickterStarke,
IndemmeinSinnsichfrischzurFernelenkt!
VomerstenMarkdesheut'genTagsgetrankt,
FUhl'ichmirMutzujedemfrommenWerke.
DieSeelefliegt,soweitderHimmelreicht,
DerGeniusjauchztinmir!・ 1．．．
ここまで見て来ると詩人の中に生気がみなぎっている事が感じ取られる。
それにしても frommesWerkは何をさすのであろうか。神への奉仕かあ
るいは詩か。この時はまだ副牧師任命の以前である。DerGeniusjauchzt
inmir!何と力強い言葉であろうか。これは2年後のBesuchinUrach
(1827)5）の中のDieWahrheitselberwirdhierzumGedichteなる
無碍の境地と好一対をなす心境である。しかしこの文にすぐ続いて同じ行
で
……Dochsage,
WarumwirdjetztderBlickvonWehmutfeucht
lst，seinverlorenGliick，wasmicherweicht？
と憂愁の影がさす。しかし
-Hinweg,meinGeist!hiergiltkeinStillestehn:
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EsisteinAugenblick,undalleswirdverwehn!
と反擬して最後の連の
Dortsieh!amHorizontltipftsichderVorhangschon!
EstraumtderTag,nunseidieNachtentflohn:
で始まる美しい日の出直前の描写になっている。
M6rikeはこの頃，学生時代いらい交っていたWilhelmWaiblinger
と疎遠になって上述のBauerと親密の度を増している。直接の動機は
Waiblingerの常規を逸した行動であったが,Bauerの方はWaiblinger
とは絶交状態にさえなっていたのである。当時のM6rikeは友人とHo-
mer,Ossian,Shakepeareなどに熱中して，殊にBauerとは空想を地
で行く生活を営んでOrplid伝説を造り上げている。
同じく flaumenleichteZeitをうたった詩にSeptembermorgen
（1827)6)がある。
ImNebelruhetnochdieWelt,
NochtraumenWaldundWiesen:
Baldsiehstdu,wennderSchleierfallt,
DenblauenHimmelunverstellt,
HerbstkraftigdiegedampfteWelt
InwarmemGoldeflieBen.
この詩はまだM6rikeが副牧師の生活に入って翌年10月の作で，従って
詩人はまだ23才であった。CleVersulzbachの正牧師になるまでには，な
お7年間も副牧師として各地を転々とする不安定な時代であるが，既に潭
然たる彼独自の詩の世界を示している｡一夜と朝の境目， これは前の詩も
その一つであったが,M6rikeの最も好んでうたった時刻である。夜の神
秘が次第に遠ざかって， それをかき消してしまう昼の光が次第に勢力を増
してゆく時刻である。M6rike自身いわば夜にも昼にもその確かな地磐を
持たない事でもある。彼は文学史的に見てもRomantikとRealismus
の間に立っている。Klassik,Romantikに対する強い慢れにしたりながら
新時代の足音が刻々に近づいて来るのが聞こえるのである。若いM6rike
にはやはり希望に充ちた青空であり金色の光であったのであろうが，結局
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はそれに順応できない運命にあるM6rikeであった。
InderFrnhe(1828)7)もやはりこの時刻をうたった佳品である。
KeinSchlafnochktihltdasAugemir,
DortgehetschonderTagherftir
AnmeinemKammerfenster.
Eswtihletmeinverst6rterSinn
NochzwischenZweifelnherundhin
UndschaffetNachtgespenster.－
Angste,quale
･Dichnichtldnger,meineSeele!
Freu'dich!s onsinddaunddorten
Morgenglockenwachgeworden.
眠れぬ夜はそれだけで種々の疑念を生むが，空想力に富んだM6rikeの
乱れた意識は幽霊を出現させるのである。 7行目のAngste,qualeの命
令法で沈んだ平坦な調子は突然に破られ，更に命令法でたたみかけて暁鐘
の音で結末に持って行く所， その意識の流れの自然な捕え方と言いその譜
音と言い，われわれを魅了してしまう逸品である。 こう見て来るときNo-
valisを夜の詩人と呼ぶとすれば,M6rikeはまさしく夜と朝の境目の詩
人，暁の詩人と呼べるのではなかろうか。
杼情詩人としてM6rikeは既に1828年頃には一応完成の域に達したと
見て良いのではなかろうか。 ImFrdhling(1828)8)について更にこの点
を見て行こう。
Hierlieg'chaufdemFrdhlingshngel:
DieWolkewirdmeinFldgel,
EinVogelfliegtmirvoraus.
と第1連1行で状況の設定をして美しい比愉DieWolkewirdmein
Fldgelと続いて，得られなかった愛人をしのんで，そのはかなさを風に
なぞらえている｡－第2連は続いて愛の詠歎である。
DerSonnenblumegleichstehtmeinGemiiteoffen,
Sehnend,
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Sichdehnend
InLiebenundHoffen.
大胆な第2行， 3行も決して不釣合いには感ぜられない｡－第3連は目に
は流れる川，層には大陽の温みを感じ， 目をつむっては蜜蜂の羽音に耳を
傾ける。一第4連は木の下闇の中であれやこれやと， えも言われぬ過ぎ
し日の追憶にひたるのである。HalbistesLust,halbistesKlage;は
極めて快い響きを持っている。最後の－AlteunnennbareTage!も無限
の余韻を響かせている。 この詩もPeregrinaのように特別の註記はない
が,MalerNaltenの第2部に挿入された詩である。
M6rikeは生れつき孤独を好む内気な子供であった。一たび親しくなっ
た友人とは終生かわらぬ交りを続けたのはWilhelmHartlaubやFried‐
richVischerや前述のBauerなどを見ても明らかであるが，未知の人と
会うことには極端に臆病であった。それが有名な文学上の先輩である場合
も変らなかった。 1941年6月TieckがWeinbergに来た時にも，一応
は会う手はずになっていたのに結局は会っていない。Verborgenheit(18
32)9)にはそうした本性が美しくうたわれている。
LaB,oWelt,olaBmichsein!
LocketnichtmitLiebesgaben,
LaBdiesHerzalleinehaben
SeineWonne,seinePein!
第1連と最後の第4連がこれの繰返えしになっている。悲しみをうたった
第2連にはImmerdardurchTranensehe
IchderSonneliebesLicht．とうたい，
第3連が喜びとなって， そのいづれをも自分一人のものとして， そっと
しておいてほしいのである。－この詩の生れたのは1829年から始まる
LuiseRauとの婚約期間中で,M6rikeの生涯中では最も明かるい時期
のはずである。しかしM6rikeに対する誤解の蓄積が33年のRauの側
からの解消申し入れになったのである。 Maria体験に次ぐ第二の愛の体
験として， これは前者の場合とは異り，われわれにLuiseに宛てた愛の
手紙なる美しい遺産を残して‘くれたのであるが，彼にとっては手痛い傷と
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なって， その後，妹Klaraの友Margareteにめく．り会うまででも11年，
いよいよ結婚に踏み切るまでには実に18年の年月を必要としたのである。
しかし1834年はM6rikeにとっては8カ年に亘る副牧師生活に別れを
告げてCleversulzbachの正牧師の地位を獲得できﾅこ年である。傷心の詩
人にとってはまだ幾分の救いが与えられた訳である。自己の希望で教会を
移ったり，宗務局から移されたりして転々と場所を変え， また聖職に対し
て懐疑的になってCotta書店に地位を求めたり,Franckh書店の婦人
新聞の企画に参加しようとしたり，喜劇団にまじって演技をしﾅこり， また
そうした間に病気療養の賜暇をもらったり,M6rike自身も牧師に任命
された時はむしろ意外であった。かくして決して幸福とは言えないかも知
れないが一応安定した生活の営めるようになったM6rikeは母とKlara
との団藥を持ち，副牧師時代からの動物好きは動物園造りにまで発展し，
蝋燭作りや書道練習から水彩画，ガラス絵，彫刻から印刻にまで及んだの
である。しかしそれと平行して作詩活動も急激に充実して来たのである。
殊に37年はその頂点であっﾅこ。AneineAolsharfelo)などもそのうちの
一つである。
AngelehntandieEfeuwand
DieseraltenTerasse,
Du,einerluftgeborenenMuse
GeheimnisvollesSaitenspiel,
Fangean,
Fangewiederan
DeinemelodischeKlage!
例によって初めに状況の設定が行なわれて einerluftgeborenenMuse
geheimnisvollesSaitenspielと充実した美しい呼び掛けに，強い短い命
令法のVersが繰り返えされる｡－第2連では風が詩人の好きであった少
年の新しい墓から，途中の春の花の良い匂いを運んで，詩人の胸とAols-
harfeに吹いて来て，詩人の心を且つは楽しませ且つは悲しませる｡－最
後の第3連は死んだ少年の声だろうか，突然はげしい風にHarfeは美
しい音色を立てて，詩人は甘い驚きに襲われ満開のバラは詩人の足もとに
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花びらを全部まき散らすのである。韻はふまれていないが美しい響きと，
悲哀と緊張のみなぎった悲歌になっている。
この翌年1838年は,HermannKurzその他の友人にしきりに勧められ
た末に彼の詩集の出版された年である。この頃からは幾つかの長詩形が現
われている。 ノアの洪水時代の超人間的存在Suckelborstの行動をうた
ったMarchenvomsichernMann(38)11)や風見の難がユーモアだっぶ
りに牧師の生活を見たDeralteTurmhahn(40),Cotta版で53頁に余
る大作LdyllevomBodensee(46)などであるが，ここでは触れないで
おきたい。しかし39年からは急激に詩の量が減少している。これはどんな
理由によるのであろうか。責任のある牧師職既にMalerNoltenによっ
て糸口の付けられた散文作品の制作，殊にNoltenの改作の希望は，実行
はまだ可なり後のことではあるが詩人の脳裏に根づよくこびり付いていた
のであろうか。また37年頃からCatullをはじめとしてTheokrit,Ana-
kreonなどのローマ，ギリシヤ杼情詩人の翻訳，また結局は詩選集に終
ったのであるが，若き日の詩友Waiblingerの著作出版の計画。こう数
え上げて来ると一応の納得は行くのであるが， またM6rikeの作詩態度
も大いに関係があるのであろう。純粋な詩人はすべてそうあるはずであろ
うが,M6rikeに取って詩は作るべきものではなく，生れ出て来るべきも
のであって，詩人はそれを待たねばならない。そのための必須条件は静穏
であった。それ無しには如何に勤勉に努力しても無駄である。それは丁度
うつくしい夢のようなもので，決して意志の産物ではなく最後的には神の
恵みである。この時代以後のM6rikeにはこの静穏が欠けていたのであ
る。このM6rikeの余りに純粋な制作態度が結局，彼の全作品を2巻に
納めてしまうような事にもなって,EmilStaigerをしてAuchausder
DichtungmachtesichM6rikekeinenBeruf．と言わせ，彼の文学は
derErtrageineswohlig-tragen,schmerzlich-silBen,verson enen
Spielsl2)であると極言させているのである。
従って量的に少くなった事はそのまま詩の泉が溜れて来た事を意味しな
い。まだまだ我々に佳品を残しているのである。 AufeineChristblume
(1841)13）もその一つである。
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TochterdesWaldes,duLilienverwandte,
Solangvonmirgesuchte,unbekannte,
ImfremdenKirchhof,6d'undwinterlich,
Zumerstenmal,osch6ne, find' ichdich!
4行7連のIの第1連で状況設定が行なわれ，その後の連でこの花の生え
ている墓の主に思いをはせたり， この花をKinddesMondes,nicht
derSonne/DerbenedeitenMutterBrautgewandとかhimmlischer
KaltebalsamsMeLuftが汝を養うとか形容している。－4行2連から
なるⅡでは， この花とは結局顔を合わさない蝶にその魂をしてこの花の周
りを飛び廻らせている。 詩人がこの見なれない花に感動し, Klaraが
Christblumeだと告げた経緯については1841年10月29日のHartlaubに
宛てた手紙14)に見えている。Christroseとも言うが，全々バラの種類
ではなく，唯クリスマスの頃に吹くためにこの名があるのみである。上記
の手紙によれば，詩人はこの枝をひそかに持ち帰り花瓶に生けて，詩にう
たった通りに月光に当てんと窓の外へ置いておいたが，風のために路上に
吹き飛ばされて行くえ知れずになったのである。 この幕切れも詩人の心を
打ったのであろう。題名も前のAneineAolsharfeと同様に対象に迫
る詩人の態度がにじみ出ている。
いたいけな草花クリスマスローズのただ一回の出あいに対して，力強い
ぶなとの長い間の触れ合いをうたった詩に2行詩Diesch6neBuchel5)
(1842）がある。－上記の2詩が不定冠詞であったのに対して定冠詞が使
われている。最初の2行で例によって場所が示される。
GanzverborgenimWaldkenn'icheinPlatzchen,dastehet
EineBuche,mansiehtsch6nerimBildesienicht・ぶなの周辺
はKunstlosschufdieNaturselberdieslieblicheRundとうたわれ
ている。詩の大体中央で改めて出合が更に詳細にうたわれる。
-Alsichunlangst,vonneuenGestaltendesSommers
AbdemPfadegelockt,dortimGebiischmichverlor,
Ftihrt'einfreundlicherGeist,desHainsauflauschendeGottheit,
Hiermichzumerstenmal,pl6tzlich,denStaunenden,ein.
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結局，詩人の打たれたのはぶなとその周辺が醸し出す静寂であった。
Aberichstandundriihrtemichnicht;damonischerStille,
UnergrtindlicherRuh'lauschtemeininnererSinn.
AufeineLampe(1846)16)では生命のない室内のランプがうたわ
れている。何の奇もないランプが朗らかさと真面目さの融合された,,Ein
Kunstgebildderecht nArt@@となり seligな存在にまで高まるの
である。詩の題名も上述の二つと同じく一途に対象に迫る詩人の態度を示
している。
Denk'esoSeele(1852)17)も見のがし得ない詩である。 8行の第1
連前半で緑に繁る樅苗とバラの木を挙げて後半で
Siesinderlesenschon,
Denk'es,oSeele!
AufdeinemGrabzuwurzeln
Undzuwachsen.
第2連の初め4行で牧場に草をはむ黒の子馬たちを挙げて
Siewerdenschrittweisgehn
MitdeinerLeiche,
Vielleicht,vielleichtnocheh'
AnihrenHufen
DasEisenloswird,
Dasichblitzensehe!
生命の特性の二面はgrtinen,blitzenで象徴されて，厳粛な死が軽快な
民謡調でうたわれている。ほとんどの詩では過去へ過去へと回想が向けら
れるのであるが， ここでは逆に未来に向けられるのである。人の命のはか
なさは若い詩人が弟Augustや姉Luiseの死で痛感もし，牧師として日
常経験している所でもあるが， この詩では文字通り運命論的な見方がされ
ている。
1852年は詩人が6年に余る交際の後にGretchenと結婚した翌年であ
る。このGretchenに対する愛はMariaに対する灼熱的な愛,Luise
Rauに対する成熟した愛に比してはさすがに枯淡なものである。この体
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験の最高潮期のNeueLiebe(1846)18)ではKannaucheinMenschftir
AndernaufderErde/Ganz,wieerm6chte,sei､？の問いに対して否
と答えている。－そこで神の身近にいる喜びにひたりたいものと思うが，
それを妨げるものがある。－EinstiBesSchreckengehtdurchmein
Gebein、これがGretchenに対する愛なのである。
この愛の結実による結婚も詩人には幸福よりもむしろ悩みを与える事の
方が多かった。かの女の性格は，呑気で不決断で粘液質のM6rikeに対
して，せっかちで興奮性の多血質でまた厳格なカトリック信者であった。
宗派の相違はM6rike自身には特別，問題にはならなかったが，友人間
にはこの事によってM6rikeと不和になったものさえあった。しかし何
よりも，詩人の妹Klaraが加って言わば三角形を形成したこの状況が結
婚生活破詫の決定的原因となったのである。母と兄妹の生活に続いて1841
年から兄妹の生活が10年も続いたためかM6rikeは最後まで妹とは別れ
る事を好まず1873年には妻との別居という最悪の事態に陥ったのである。
詩人はその死の2週間前にGretchenを呼び寄せて和解し，平和な心で
死んで行った事はまだせめてもの慰めである。
このGretchenとの結婚の頃からStuttgartのKatharinenstiftでの文
学講義も加わりMalerNolten改作の実行も始まるのである。詩の実の
りは少いけれどもまだその泉が洞れてしまった訳ではない。 Erinnaan
Sappho(1863)19)を見てみよう。この詩は上述の古代ギリシヤ杼情詩の
翻訳にいそしんだ頃に芽ばえた題材であろう。初めに19才の若さで死んだ
この女流詩人に就いて簡潔な紹介が付いているが， 題名の通りに全体が
Erinnaの詩の師でもあり友でもあるSapphoに宛てた手紙の形になって
いる。冒頭から，死の問題である。
,,VielfachsindzumHadesdiePfade@G,heiBtein
AltesLiedchen-,,undeinengehstduselber,
Zweiflenicht1‘‘Wer，sdBesteSappho，zweifelt？
生の無情は誰にも判るのであるが唯かるく胸におさめておくだけで，漁師
の耳に聞こえている波の音のように何時しか忘れているのである。自分の
今日の驚きを聞いて頂戴。 ここで本論へ入る準備完了である。一第2連で
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は生気に充ちた自然と朝寝坊，むし暑い寝床，不整の脈榑，青い頬の自分
を対照させて， 第3連の驚くべき発見となる。－自分のことをみずから
Erinnaと名前で呼ぶかの女であるが，娘らしく弁髪を解いて鏡に写る自
分自身の顔に驚くのである。
Du,meinGeist,heutenochsicherbehaustdadrinne,
LebendigenSinnentraulichvermahlt,
WiemitbefremdendemErnst,lach lndhalb,einDamon,
Nickstdumichan,Todweissagend!
ここで鏡に映ったのは単なる映像ではなく自分のGeistでありDamon
である。その視線を受けたとたん，恰も黒羽の死の矢が自分のこめかみの
直ぐそばを飛び過ぎたように，死の予感に襲われて両手で顔を被うのであ
る｡－第4連では若いながらも生死を悟っているErinnaは自分の死を
目前にしても涙を流さない。しかしSapphoの事，総ての女友達の事，
優雅な文学の事を考える時はじめて涙を流すのである｡－最後の第5連で
はまた娘らしく Sapphoの贈物のヘヤネットがきらめくのが目にはい
り，それを実りの神デメーテルの娘,夜見の国の王妃ペルゼーフォネの花
の祭りに， 自分とSapphoのために捧げたい。それはペルゼーフォネ
が2人にいつまでも恵み深く， また自分の死によってSapphoがかわい
い頭から美しい茶色の髪を失ってくれないようにである。第3連にもあっ
たように自分の生死よりも友の身の上を考える少女心である。
この詩と上述のDenk'esoSeeleは共に死が内容の中心をなしAn
eineAolsharfeも死を背景にしているが，病気と死はM6rikeの終生の
伴侶であったと言って良い。 3年間以上の病気の後に父が1817年に死んだ
時は多感な少年にとっては大きなショックであった。その父の死の翌年，
牧師の道に進むためにUrachのSeminarに入った第1週に猩紅熱にか
かり， その予後に眼を病みリューマチ性の痛みが残って終生それに悩まさ
れ続けてヒポコンデリー患者になったのである。また1824年と27年の，心
身ともに健康だったすぐ余下のAugustとすぐ余上の姉Luiseの死は病身の
M6rikeには一層大きな衝撃を与えたのである。また牧師職も日常が死と
の対面であった。LebenundTod(1829)20)なる恋愛詩は生死の問題で
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始められている。 SuchtdasLebenwohldenTod?/Odersuchtder
ToddasLeben？こう言った素朴な生死観は上述のような体験によって
深化してDenk'esoSeeleの達観,Erinnaの無碍の境地を体得したの
である。
60年代はM6rikeの詩の実のりは非常に減少している。66年には彼は
Katharinenstiftの文学講義をもやめている。まだ地方的に過ぎなかった
が，少しづつ与えられるようになった栄誉に付随して，訪問者がふえて雑
事に煩わされる事が多くなったためもあろうが，主としては宿願のMaler
Nolten改作のためであった。友人の中には改作に賛成しない人も多かっ
たのであるが，詩人としての地方的名声が高まって来た時に出版者から再
版を求められて，詩人は旧のままの再版を頑強に拒否し続けたのである。
改作の反対者の一人TheodorStormはMeineErinnerungenanEdu-
ardM6rikeの中で－Alswiranderenihmdannzuredeten,erm6ge
sichdochlieberneuenSch6pfungenzuwenden,meinteer,eswerde
dochkeinMaler,demGelegenheitgegebenseieinBildzuwieder-
holen,mitBewuBtseindieselbenVerzeichnungenwiederhinein-
malen.21)－と伝えている。一応の理窟はそうであるが，絵画と文学はこ
の場合同一に論じ得るかどうかは問題である。 Stormも上記の間接引用
のすぐ．あとでM6rikeにはfremdになって了った作品に精根を傾けた
と言っているが,実際30年も前の若き日の感激を殺減する事なしの改作な
どは至難の業である｡Stormたちはその力と時間を新しい作品に注いで
ほしいと願った事は全く至当の事であった。不幸にして他の創作活動を犠
牲にしてのこの宿願は果たされなかったのである。 このM6rikeの執
念は死後，当時の事情に通じていたJuliusKlaiberを動かして末完の第
2部を一応完成の形にさせたのであるが，われわれには何かしっくりしな
い後味を残すだけである。－このStormの「思い出」は表題の示すよう
に決して純然たる批評ではないが,HansMayer編集のMeisterwerke
deutscherLiteraturkritik(Riitten&LoeningBerlinl956)のうちに
採られているのである。この2人の詩人は奇しくも揃って70年9カ月ほど
の天寿を全うしているのであるが，静寂な生活を求めるその生活態度，懐
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旧趣味，妖怪に対する関心， また杼情的心情を基調としながら散文作品に
後半生の情熱を傾けた点など非常に多くの類似点を持っている。しかし両
者を些細に見た場合には勿論その程度の差は見逃がす事は出来ない。広い
社交を避けて静かな生活を求める消極的な生活態度でもM6rikeの方が
徹底していて， 2人の交際を見た場合あらゆる点でStormの方が遙かに
積極的で,その点にむしろM6rikeは反擢を感じたらしい｡これはようやく
推移の激しくなった時代における13年のずれに帰せられるべきであろう。
Stormからの最初の文通に対してM6rikeは実に2年半の沈黙を守ってい
るのである。それに対してStormは，当時はまだ一般からは余り認めら
れなかったM6rikeの詩を極力紹介して，自分の作品の中でMartheを
MalerNoltenの愛読者にしたてるなど非常な傾倒ぶりであった。自ら杼
情詩人を以て任じながら次々に50に余る短篇小説を発表してDerSchim-
melreiterでその頂点をきわめたStormの幸福と較べると，その経過は
似ており珠王短篇MozartaufderReisenachPrag22)を書き上げて
はいるが， それは既に死の前20年1855年のことで，念願のNolten改作
を完成できなかった事は人間M6rikeにとっては不幸なことであった。
しかし死後50年ならずして杼情詩人として全ドイツの承認を獲得した事は
詩人M6rikeの本懐であった。
InschriftenaufselbstgefertigteBlument6pfe23)の1にLorch産
の花瓶にWolff夫人のために彫るとしてIchbinkeinseltsamer
Krystall,/WiejenerBechervonEdenhall.とうたい2で次のようにう
たっている。
Soaltichbin,sobinichdoch
DerKunstnochnichtgarabgestorben;
WasichalsDichternichterworben,
Verdien'ichmiralsHafnernoch.
1のEdenhallはCotta版の註によればUhlandのBallade,Das
GltickvonEdenhallをあてこすっているとの事で，花瓶に事よせての
詩人の皮肉である。2ではM6rike流のHumorに充ちた世評への抗議
が隠されている。そして3のMarieSchwindのための花瓶の銘詩には
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次のようにうたっている。
WiemagicharmerTopfausErden
AmHochzeitstischempfangenwerden1？
Doch,Freunde,lacht,sovielihrwollt;
IhrwerdetWundernocherfahren:
DennwiBt!vonheuteinfiinfzigJahren
Verwandl'ichmichinpuresGold.
これは明らかに土の花瓶にことよせた皮肉であり，内心の自信である。-
1875年の詩人の死に際しても，1905年の生誕100年も単にSchwabenだけ
の関心しかひかなかったにも拘らず， 1925年の50年祭は全ドイツ的の規模
で行なわれたのである。勿論ここに至るまでにはS.S.Prawer24)によれ
ifStormをはじめ親疎さまざまの友人の地味な推挙,HarryMayncな
どの批評のほかに,HugoWolfによる彼の詩の没我的な作曲活動が蔭の
大きな力になった事は看過できない事実である。53曲を含む1889年に出た
作曲集はむしろM6rikeを主役にしてGedichtevonEduardM6rike
ftireineSingstimmeundKlavier,komponiertvonHugoWolfとな
っている。
杼情詩人としてのM6rikeは屡々Goetheと並べられる。勿論その題
材，スケールについて見れば，確かにその広狭，大小の比較は可能であ
る。しかしM6rikeはその狭さのうちにやはり彼独自の深さと多様性に
到達した点でGoetheと並べられるのである。けれどもこの2詩人の詩
と実生活の関係に目を向ける時,Goetheの場合その両者が極めて見事な
釣合の取れているのに対して,M6rikeの場合は詩の美しさが余りに彼の
実生活のみじめさと不釣合なのに驚かされるのである。彼はほとんど人生
の落伍者に数えられても良い。彼の天職であったはずの牧師職は決して一
人前とは言えず， 数え切れぬほど各地を転々とした副牧師の8年間と言
い，正牧師になった後も，彼自身は精一杯の努力はしたに違いないが，客
観的に見た場合まったく怠慢な牧師であった事は上述の通りである。最後
はそのために罷免同様の取扱いを受けて， それも39才の若さで恩給生活者
になったのである｡－家庭人としても47才の晩婚，その結婚生活も幸いに
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2児をもうけながらも晩年の不幸をまねき，原因は妹Klaraの介在に帰
するにせよ，終局的には兄として夫としてのM6rikeの舵とりの不手際
に落ちつくのである。家庭人としても牧師同様に落伍者であった。結局は
彼は良い意味でも悪い意味でも終生子供であったのである。彼はただ自分
自身にだけ忠実に生涯を送ったのである。 （1964.8.15）
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Das Leben und die Lyrik Eduard Mörikes 
Naoo MITSUGI 
Es ist uns fraglich, wie weit wir, Ausländer ein deutsches Gedicht 
verstehen können. Die inhaltliche Bedeutung des Gedichtes können 
wir wohl mit Mühe begreifen, aber die Schönheit seines Klanges 
und Rhythmus zu erfassen, müssen wir deutsche Interpretationen 
nachschlagen und es noch vielmals wiederholend lesen, ohne den 
endgültigen Zweck zu erreichen. Damit verhält es sich so wie mit 
dem japanischen Haiku oder Tanka für die Europäer. In diesem 
kleinen Aufsatz will ich die Ergebnisse meines Genießens von Möri-
keschen Gedichten als die erste Stufe meines Forschens aufschreiben, 
indem ich das Leben und die Lyrik Mörikes parallel betrachte. 
Seine Gedichte sind schön und reich; aber sein Leben ist elend 
und arm. Dieser scharfe Gegensatz fällt uns sehr, die wir in Goe-
the das harmonischeste Gleichgewicht von Leben und Gedichte 
gesehen haben. Die Ungeschicktheit seines Lebens kommt von der 
zu echten Reinheit seines Herzens. Er war sozusagen bis zum 
Tode ein Kind geblieben, in sowohl gutem als auch schlechtem 
Sinne. Er war nur sich selbst treu, nicht der Pfarrer- noch der 
Gattenpflicht, und zuweilen sogar nicht der Muse, wenn es ihm 
nicht gefällt. 
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